
(57)【要約】

ゲート線とデータ線に各々接続されており、行列形態に

配列された複数の画素を含む液晶表示装置を駆動する装

置を提供する。この駆動装置は、複数の階調電圧を生成

する階調電圧生成部、一つの画素行に対する第１画像信

号と次の画素行に対する第２画像信号を順次に受信し、

第１画像信号と第２画像信号に依存して決められる補正

画像信号を選択して、第１画像信号の代わりに出力する

画像信号補正部、及び複数の階調電圧の中で画像信号補

正部からの補正画像信号に対応する階調電圧を選択し、

データ電圧として画素に印加するデータ駆動部を含む。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 に 各 々 接 続 さ れ て お り 、 行 列 の 形 態 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 む 液
晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 装 置 で あ っ て 、
　 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 階 調 電 圧 生 成 部 、
　 一 つ の 画 素 行 に 対 す る 第 １ 画 像 信 号 と 次 の 画 素 行 に 対 す る 第 ２ 画 像 信 号 を 順 次 に 受 信 し
、 前 記 第 １ 画 像 信 号 と 前 記 第 ２ 画 像 信 号 に よ っ て 予 め 決 め ら れ て い る 補 正 画 像 信 号 を 選 択
し 、 該 補 正 画 像 画 像 信 号 を 出 力 す る 画 像 信 号 補 正 部 、 及 び
　 前 記 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で 前 記 画 像 信 号 補 正 部 か ら の 前 記 補 正 画 像 信 号 に 該 当 す る 階 調
電 圧 を 選 択 し 、 デ ー タ 電 圧 と し て 前 記 画 素 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部
を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 画 像 信 号 補 正 部 は 、 画 像 信 号 を 記 憶 す る メ モ リ 部 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 画 像 信 号 補 正 部 は 、 前 記 第 １ 画 像 信 号 を 前 記 メ モ リ 部 に 記 憶 し て お き 、 前 記 第 ２ 画 像
信 号 が 入 力 さ れ た と き に 、 前 記 メ モ リ 部 に 記 憶 さ れ て い る 前 記 第 １ 画 像 信 号 を 読 み 出 し 、
前 記 第 ２ 画 像 信 号 を 前 記 メ モ リ 部 に 記 憶 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 メ モ リ 部 は 、 読 取 り ポ ー ト と 書 き 込 み ポ ー ト を 備 え た デ ュ ア ル ポ ー ト メ モ リ を 含 む 、
請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 画 像 信 号 補 正 部 は 、 前 記 第 １ 画 像 信 号 と 前 記 第 ２ 画 像 信 号 に 依 存 す る 補 正 画 像 信 号 を
記 憶 す る デ ー タ 補 正 部 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 デ ー タ 補 正 部 は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル で あ る 、  請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の
駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 画 像 信 号 補 正 部 は 、 前 記 第 １ 画 像 信 号 と 前 記 第 ２ 画 像 信 号 に 依 存 し て 、 前 記 メ モ リ 部
に 印 加 さ れ る 、 前 記 画 像 信 号 の 経 路 を 変 更 す る マ ル チ プ レ ク サ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 マ ル チ プ レ ク サ は 、 外 部 装 置 か ら 印 加 さ れ る 制 御 信 号 に 応 じ て 前 記 経 路 を 変 更 し 、 前
記 制 御 信 号 は 、 一 つ の 画 素 行 に 対 す る 画 像 信 号 の 伝 送 時 間 と 周 期 が 同 一 な 水 平 同 期 信 号 及
び デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 に 同 期 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 メ モ リ 部 は 、 一 対 の 単 一 ポ ー ト メ モ リ を 含 み 、 前 記 一 対 の 単 一 ポ ー ト メ モ リ は 、 交 互
に 読 取 り と 書 き 込 み 動 作 を 行 う 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 画 素 は そ れ ぞ れ 、 第 １ 副 画 素 と 第 ２ 副 画 素 を 含 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 は そ れ ぞ
れ 、 前 記 ゲ ー ト 線 の 一 つ と 前 記 デ ー タ 線 の 一 つ に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 及 び 前 記
ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 を 含 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 は 、 隣 接 し た 他
の 副 画 素 と 容 量 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 画 素 は 、 相 互 に 連 接 す る 上 の 画 素 と 下 の 画 素 を 含 み 、 前 記 上 の 画 素 の 第 ２ 画 素 は 、 前
記 下 の 画 素 の 第 １ 画 素 と 容 量 結 合 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 副 画 素 と 前 記 第 ２ 副 画 素 と の 画 素
電 極 の 面 積 比 は a:bで あ り 、 前 記 上 の 画 素 へ の 前 記 第 １ 画 像 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を V

１ 、 前 記 下 の 画 素 へ の 前 記 第 ２ 画 像 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を V２ 、 電 圧 Vに 対 す る 透 過
率 を T（ V） と し 、 前 記 上 の 画 素 へ の 画 像 補 正 画 像 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を V１ ´ と し
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、 Cを 定 数 と す る 時 、 V１ ´ は 、
【 数 １ 】
　
　
　
　
に よ っ て 規 定 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
複 数 の ゲ ー ト 線 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト 線 と 交 差 す る 複 数 の デ ー タ 線 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト 線 の
一 つ と 前 記 複 数 の デ ー タ 線 の 一 つ に 各 々 接 続 さ れ て い る 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 並 び に
、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ て い る 画 素 電 極 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に お い
て 、
　 第 １ 画 素 行 の 画 像 信 号 を メ モ リ に 書 き 込 む ス テ ッ プ 、
　 第 ２ 画 素 行 の 画 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き に 、 前 記 第 １ 画 素 行 の 画 像 信 号 を 読 み 出 し 、 前
記 第 ２ 画 素 行 の 画 像 信 号 を 前 記 メ モ リ に 書 き 込 む ス テ ッ プ 、
　 前 記 第 １ 画 素 行 の 画 像 信 号 と 前 記 第 ２ 画 素 行 の 画 像 信 号 に よ っ て 決 め ら れ る 補 正 画 像 信
号 を 選 択 す る ス テ ッ プ 、 及 び
　 前 記 補 正 画 像 信 号 を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 通 じ て 前 記 画 素 に 印 加 す る ス テ ッ プ
を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 （ LCD） は 、 携 帯 が 簡 便 な 平 板 表 示 装 置 （ FPD） の 中 で 代 表 的 な も の で あ る
。
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 電 界 生 成 電 極 と 偏 光 板 を 有 し て い る 一 対 の 表 示 板 と 、 こ れ ら 表 示 板 間
に 入 っ て い て 、 電 界 生 成 電 極 が 生 成 し た 電 界 が 印 加 さ れ る 液 晶 層 を 含 む 。 液 晶 層 の 分 子 は
、 電 界 方 向 に 平 行 ま た は 、 垂 直 に 配 列 し よ う と す る 性 質 が あ る の で 、 電 界 の 強 さ が 変 化 す
れ ば 分 子 の 方 向 も 変 化 す る 。 液 晶 表 示 装 置 は 、 偏 光 板 を 通 し て 液 晶 層 に 光 を 通 過 さ せ 、 液
晶 分 子 を 再 配 向 さ せ る こ と に よ っ て 光 の 偏 光 を 変 え る 。 偏 光 の 変 化 は 偏 光 板 に よ っ て 光 の
透 過 率 変 化 と し て 現 れ る の で 、 こ れ を 利 用 し て 所 望 の 画 像 を 得 る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 狭 い 視 野 角 を 有 し て い る が 、 特 に 、 ね じ れ 配 列 さ れ た ネ マ チ ッ ク 液 晶
を 含 む 捩 じ れ ネ マ チ ッ ク （ TN） 液 晶 表 示 装 置 は 、 い ろ い ろ な 長 所 を 持 っ て い る の で 、 広 く
使 用 さ れ て い る が 、 狭 い 視 野 角 の た め 、 モ ニ タ や TV分 野 に そ の 範 囲 を 広 め る こ と に 限 界 を
有 し て い る 。
　 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 を 改 善 す る た め に 、 多 重 ド メ イ ン 、 補 償 フ ィ ル ム な ど 多 様 な 技 術
が 開 発 さ れ て い る 。 特 に 、 広 視 野 フ ィ ル ム と も い う 補 償 フ ィ ル ム を 適 用 す れ ば 、 左 右 方 向
で は 他 の 広 視 野 技 術 に 比 べ て ほ と ん ど 遜 色 が な い 視 野 特 性 を 実 現 で き る 。 し か し 、 上 下 方
向 で は 階 調 反 転 （ ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 で 階 調 電 圧 を 上 げ る に よ っ て 増
加 す る べ き 輝 度 が 、 む し ろ 減 少 し た り ノ ー マ リ ー ホ ワ イ ト モ ー ド 液 晶 表 示 装 置 で そ の 反 対
に 現 れ る 現 象 ） 問 題 が 依 然 と し て 残 っ て い る 。 特 に 、 下 側 の 階 調 反 転 は 非 常 に 深 刻 な 問 題
で あ る 。
　 ま た 、 多 重 ド メ イ ン 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 正 面 の ガ ン マ 曲 線 と 側 面 の ガ ン マ 曲 線 が 一 致
し な い 現 象 が 発 生 し 、 通 常 の TNモ ー ド 液 晶 表 示 装 置 に 比 べ て も 左 右 側 面 で 劣 等 な 視 認 性 を
示 す 。 例 え ば 、 ド メ イ ン を 形 成 す る た め の 開 口 部 を 備 え た 垂 直 配 置 （ PVA） モ ー ド 液 晶 表

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-506683 A 2006.2.23



示 装 置 の 場 合 に は 、 側 面 に 向 か う に 従 っ て 全 体 的 に 画 面 が 明 ル ッ ク 見 え 、 白 色 側 へ 色 相 が
移 動 す る 傾 向 が あ り 、 場 合 に よ っ て は 高 い 階 調 の 間 の 明 る さ の 差 が な く な っ て 画 面 が 崩 れ
て 見 え る 場 合 も 発 生 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ゲ ー ト 線 と デ ー タ 線 に 各 々 接 続 さ れ て お り 、 行 列 の 形 態 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 む
液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 装 置 が 提 供 さ れ 、 該 装 置 は 、 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 階 調 電 圧
生 成 部 、 一 つ の 画 素 行 に 対 す る 第 １ 画 像 信 号 と 次 の 画 素 行 に 対 す る 第 ２ 画 像 信 号 を 順 次 に
受 信 し 、 第 １ 画 像 信 号 と 第 ２ 画 像 信 号 に よ っ て 予 め 決 め ら れ て い る 補 正 画 像 信 号 を 選 択 し
、 該 補 正 画 像 画 像 信 号 を 出 力 す る 画 像 信 号 補 正 部 、 及 び 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で 画 像 信 号 補
正 部 か ら の 補 正 画 像 信 号 に 該 当 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し 、 デ ー タ 電 圧 と し て 画 素 に 印 加 す る
デ ー タ 駆 動 部 を 含 む 。
　 好 適 に は 、 画 像 信 号 補 正 部 は 、 画 像 信 号 を 記 憶 す る メ モ リ 部 を 含 み 、 ま た 、 画 像 信 号 補
正 部 は 、 第 １ 画 像 信 号 を メ モ リ 部 に 記 憶 し て お き 、 第 ２ 画 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き に 、 メ
モ リ 部 に 記 憶 さ れ て い る 第 １ 画 像 信 号 を 読 み 出 し 、 第 ２ 画 像 信 号 を メ モ リ 部 に 記 憶 す る 。
　 メ モ リ 部 は 、 読 取 り ポ ー ト と 書 き 込 み ポ ー ト を 備 え た デ ュ ア ル ポ ー ト メ モ リ を 含 む こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 画 像 信 号 補 正 部 は 、 第 １ 画 像 信 号 と 第 ２ 画 像 信 号 に 依 存 す る 補 正 画 像 信 号 を 記 憶
す る デ ー タ 補 正 部 を さ ら に 含 み 、 ま た 、 デ ー タ 補 正 部 は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル で あ る こ
と が 好 ま し い 。
　 画 像 信 号 補 正 部 は 、 ま た 、 第 １ 画 像 信 号 と 第 ２ 画 像 信 号 に 依 存 し て 、 メ モ リ 部 に 印 加 さ
れ る 画 像 信 号 の 経 路 を 変 更 す る マ ル チ プ レ ク サ を さ ら に 含 み 、 該 マ ル チ プ レ ク サ は 、 外 部
装 置 か ら 印 加 さ れ る 制 御 信 号 に 応 じ て 経 路 を 変 更 し 、 制 御 信 号 は 、 一 つ の 画 素 行 に 対 す る
画 像 信 号 の 伝 送 時 間 と 周 期 が 同 一 な 水 平 同 期 信 号 及 び デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 に 同 期 す る こ
と が 好 ま し い 。
　 メ モ リ 部 は 、 一 対 の 単 一 ポ ー ト メ モ リ を 含 み 、 前 記 一 対 の 単 一 ポ ー ト メ モ リ は 、 交 互 に
読 取 り と 書 き 込 み 動 作 を 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 適 に は 、 画 素 は そ れ ぞ れ 、 第 １ 副 画 素 と 第 ２ 副 画 素 を 含 み 、 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 は そ
れ ぞ れ 、 ゲ ー ト 線 の 一 つ と デ ー タ 線 の 一 つ に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 及 び ス イ ッ チ
ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 を 含 み 、 第 １ 及 び 第 ２ 副 画 素 は 、 隣 接 し た 他 の 副 画 素 と 容
量 結 合 さ れ て い る 。
　 画 素 は 、 相 互 に 連 接 す る 上 の 画 素 と 下 の 画 素 を 含 み 、 上 の 画 素 の 第 ２ 画 素 は 、 下 の 画 素
の 第 １ 画 素 と 容 量 結 合 さ れ て お り 、 第 １ 副 画 素 と 前 記 第 ２ 副 画 素 と の 画 素 電 極 の 面 積 比 は
a:bで あ り 、 上 の 画 素 へ の 第 １ 画 像 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を V１ 、 下 の 画 素 へ の 前 記 第
２ 画 像 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を V２ 、 電 圧 Vに 対 す る 透 過 率 を T（ V） と し 、 上 の 画 素 へ
の 画 像 補 正 画 像 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を V１ ´ と し 、 Cを 定 数 と す る と 、 V１ ´ は 、
【 数 １ 】
　
　
　
　
に よ っ て 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は ま た 、 複 数 の ゲ ー ト 線 、 該 複 数 の ゲ ー ト 線 と 交 差 す る 複 数 の デ ー タ 線 、 複 数 の
ゲ ー ト 線 の 一 つ と 前 記 複 数 の デ ー タ 線 の 一 つ に 各 々 接 続 さ れ て い る 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素
子 、 並 び に 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ て い る 画 素 電 極 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動
方 法 を 提 供 し 、 該 方 法 は 、 第 １ 画 素 行 の 画 像 信 号 を メ モ リ に 書 き 込 む ス テ ッ プ 、 第 ２ 画 素
行 の 画 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き に 、 第 １ 画 素 行 の 画 像 信 号 を 読 み 出 し 、 第 ２ 画 素 行 の 画 像
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信 号 を メ モ リ に 書 き 込 む ス テ ッ プ 、 第 １ 画 素 行 の 画 像 信 号 と 第 ２ 画 素 行 の 画 像 信 号 に よ っ
て 決 め ら れ る 補 正 画 像 信 号 を 選 択 す る ス テ ッ プ 、 及 び 補 正 画 像 信 号 を ス イ ッ チ ン グ 素 子 を
通 じ て 画 素 に 印 加 す る ス テ ッ プ を 含 ん で い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 動 作 に よ っ て 現 在 画 像 信 号 と 以 前 画 像 信 号 に 基 づ い て 新 た な 補 正 画
像 信 号 を 生 成 し 、 デ ー タ 駆 動 部 に 印 加 す る の で 、 上 下 画 素 間 の 画 像 差 に よ っ て 現 れ る 同 じ
行 の 画 素 間 の 明 る さ の 差 を 補 償 す る こ と が で き る 。
　 こ の よ う に 、 現 在 画 像 信 号 と 以 前 画 像 信 号 に 基 づ き 、 以 前 行 に 対 す る 新 た な 補 正 画 像 信
号 を 生 成 し 、 こ れ は 特 に 、 画 素 間 で 容 量 結 合 さ れ た 構 造 の 液 晶 表 示 装 置 に 有 用 で あ る 。
　 そ れ に よ っ て 、 上 下 画 素 間 の デ ー タ 電 圧 差 に よ っ て 発 生 す る 輝 度 差 を 補 償 す る の で 、 液
晶 表 示 装 置 の 画 質 を 改 善 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通
常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は 、 様 々
な 形 態 に 実 現 で き 、 こ こ で 説 明 す る 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。
　 図 面 で 複 数 の 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 厚 さ を 拡 大 し て 示 し た 。 明 細 書 全 体 に
わ た っ て 類 似 な 部 分 に つ い て は 同 一 な 図 面 符 号 を 付 け た 。 層 、 膜 、 領 域 、 板 な ど の 部 分 が
他 の 部 分 "上 に "あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の "す ぐ 上 に "あ る 場 合 だ け で な く 、 そ の 中
間 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 逆 に 、 そ の 以 外 の 部 分 が 他 の 部 分 の "す ぐ 上 に "あ る と す
る 時 に は 中 間 に 他 の 部 分 が な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に つ い て 添 付 し た 図 面 を 参
照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ Ａ は 、 本
発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ の 等 価 回 路 図 で あ り 、 図
２ Ｂ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ の 等 価 回 路 図 で
あ り 、 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で 一 つ の 副 画 素 の 等 価 回 路 図 で
あ る 。
　 図 １ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ 、 該
ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ に 接 続 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ と デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 、 ゲ ー ト 駆 動 部
４ ０ ０ に 接 続 さ れ た 駆 動 電 圧 生 成 部 ７ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 接 続 さ れ た 階 調 電 圧 生
成 部 ８ ０ ０ 、 及 び こ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 、 図 ２ Ａ 及 び ２ Ｂ を 参 考 に す れ ば 、 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ は 、 複 数 の 表 示 信
号 線 G１ -G n 、 D１ -D m 、 SLと こ れ ら に 接 続 さ れ て い て 、 ほ ぼ 行 列 （ マ ト リ ク ス ） の 形 態 に 配
列 さ れ て い る 複 数 の 画 素 を 含 む 。
　 表 示 信 号 線 は 、 ゲ ー ト 信 号  （ "走 査 信 号 "と も 言 う ） を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 G１ -G n
と デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 線 D１ -D m を 含 む 。 ゲ ー ト 線 G１ -G n は 、 ほ ぼ 行 方 向 へ 伸 び て
い て 、 互 い に ほ ぼ 平 行 で な り 、 デ ー タ 線 D１ -D m は ほ ぼ 列 方 向 に 伸 び て い て こ れ も 、 互 い に
ほ ぼ 平 行 で な る 。
　 表 示 信 号 線 は ま た 、 共 通 電 圧 Vcomな ど の 所 定 の 電 圧 が 印 加 さ れ る 、 ゲ ー ト 線 G１ -G n の 間
及 び が 疎 の 間 に 位 置 す る 複 数 の 維 持 （ ス ト レ ー ジ ） 電 極 線 SLを 含 む 。 各 維 持 電 極 線 SLは 、
ゲ ー ト 線 G１ -G n の 間 及 び 画 素 の 間 に 位 置 し 、 ほ ぼ 行 方 向 へ 伸 び て い て 、 互 い に ほ ぼ 平 行 で
な る 。 こ の 維 持 電 極 線 SLは 省 略 さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 つ の 画 素 は 、 一 つ の ゲ ー ト 線 と 一 つ の デ ー タ 線 に よ っ て 画 定 さ れ る が 、 例 え ば 画 素 （
i、 j） （ i=１ 、 ２ 、 ． ． ． 、 n、 j=１ 、 ２ 、 ． ． ． 、 m） な ら ば 、 i番 目 ゲ ー ト 線 G） と j番
目 デ ー タ 線 D j に 接 続 さ れ て い る 画 素 を 意 味 す る 。
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　 図 ２ Ａ 及 び ２ Ｂ に 図 示 し た よ う に 、 各 画 素 P i , j は 、 一 対 の 副 画 素 P 1 i , j 、 P
2
i , j で 構 成 さ

れ て 、 各 副 画 素 P 1 i , j 、 P
2
i , j は 、 ゲ ー ト 線 G i と デ ー タ 線 D j に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子

Q１ 、 Q２ と こ れ に 接 続 さ れ た 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C １ 、 C L C ２ 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T
１ 、 C S T ２ を 含 む 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T １ 、 C S T ２ は 、 省 略 す る こ と が で き 、 そ の 場
合 、 維 持 電 極 線 SLも 不 要 で あ る 。
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q１ 、 Q２ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど 三 端 子 素 子 で あ り 、 ゲ ー ト 線 G１ -
G n の 一 つ に 接 続 さ れ て い る 制 御 端 子 、 デ ー タ 線 D１ -D m の 一 つ に 接 続 さ れ て い る 入 力 端 子 、
及 び 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C １ 、 C L C ２ 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T １ 、 C S T ２ に 接 続 さ れ て い
る 出 力 端 子 を 有 し て い る 。
　 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C １ 、 C L C ２ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q１ 、 Q２ と 共 通 電 圧 Vcomの 間 に 、 ス
ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T １ 、 C S T ２ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q１ 、 Q２ と 維 持 電 極 線 SLの 間 に 接
続 さ れ て い る 。 維 持 電 極 線 SLが な い 場 合 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T １ 、 C S T ２ は 隣 接 し た
ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 平 面 的 な 配 列 か ら 見 る 時 、 隣 接 し た ゲ ー ト 線 と 、 維 持 電 極 線 SLと 、 隣 接 し た 二 つ の デ ー
タ 線 に よ っ て 区 画 さ れ る 一 つ の 領 域 に 一 つ の 副 画 素 が 割 当 さ れ て い て 、 副 画 素 は 、 行 列 の
形 態 に 配 列 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 隣 接 し た 副 画 素 行 の 間 に は 、 ゲ ー ト 線 と 維 持 電 極
線 SLの う ち の い ず れ か 一 つ が 配 置 さ れ て い て 、 隣 接 し た 副 画 素 列 の 間 に は 一 つ の デ ー タ 線
が 配 置 さ れ て い る 。 副 画 素 の 行 数 は ゲ ー ト 線 数 の ２ 倍 で あ る が 、 副 画 素 の 列 数 は デ ー タ 線
数 と ほ と ん ど 同 一 で あ る の で 、 今 後 、 "副 画 素 列 "と "画 素 列 "は 同 一 な 意 味 と し て 使 用 す る
。
　 各 画 素 P i , j の 副 画 素 P 1 i , j 、 P

2
i , j は 、 ゲ ー ト 線 G i に 対 し て 互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 。 各

副 画 素 行 の 副 画 素 は 、 全 て 同 一 な ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て お り 、 一 つ の ゲ ー ト 線 の 両 側 に 隣
接 し た 副 画 素 行 の 副 画 素 は 、 全 て そ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て い る 。 例 え ば 、 i番 目 ゲ ー ト
線 G i の す ぐ 上 下 に 位 置 し た 二 つ の 副 画 素 行 の 副 画 素 は 、 全 て I番 目 ゲ ー ト 線 G i に 接 続 さ れ
て い る 。 従 っ て 、 本 明 細 書 で i番 目 画 素 行 と い う と 、 i番 目 ゲ ー ト 線 G i に 接 続 さ れ た 二 つ の
副 画 素 行 を 共 に 意 味 す る 。
　 こ れ と は 異 な っ て 、 各 画 素 P i , j の 副 画 素 P 1 i , j 、 P

2
i , j は 、 デ ー タ 線 D j に 対 し て 同 じ 方 向

に 位 置 す る 。 一 つ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た 画 素 の 副 画 素 は 、 全 て 該 デ ー タ 線 に 対 し て 同 じ
方 向 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ Ａ の 場 合 に は 、 一 つ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ た 画 素 の 副 画 素 は 、 全 て 該 デ ー タ 線 に 対
し て 同 じ 方 向 に 位 置 す る 。 図 ２ Ａ に は 、 副 画 素 が 当 該 デ ー タ 線 の 右 側 に 位 置 す る が 、 そ の
反 対 の 場 合 も あ る 。
　 反 面 、 図 ２ Ｂ の 場 合 に は 、 一 つ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ た 複 数 の 画 素 の 一 部 画 素 の 副 画 素
は 、 該 デ ー タ 線 の 一 つ の 側 に 位 置 し 、 他 の 一 部 の 画 素 の 副 画 素 は 、 そ の 反 対 側 に 位 置 す る
。 こ れ を 言 い 換 え れ ば 、 一 つ の 副 画 素 列 の 一 部 の 副 画 素 は 、 そ の 左 側 に 位 置 し た デ ー タ 線
に 接 続 さ れ て お り 、 残 り の 副 画 素 は 、 そ の 右 側 に 位 置 し た デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る 。
　 図 ２ Ｂ で は 、 デ ー タ 線 に 関 し て 画 素 の 相 対 位 置 が 交 互 に 変 わ る よ う に 画 素 が 配 列 さ れ て
い る 。 例 え ば 、 j番 目 デ ー タ 線 D j に 接 続 さ れ た 複 数 の 画 素 の 中 で 画 素 P i , j の 副 画 素 P 1 i , j 、
P 2 i , j は 、 該 デ ー タ 線 D j の 右 側 に 位 置 し 、 画 素 P i + 1 , j の 副 画 素 P 1 i + 1 , j 、 P

2
i + 1 , j は 左 側 に

位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ れ ば 、 画 素 ２ つ 以 上 を 単 位 と し て デ ー タ 線 に 関 し て の 位 置 が 交
互 に 変 わ る よ う に 画 素 が 配 列 さ れ る 。
　 各 画 素 P i , j の 上 及 び 下 の 副 画 素 P 1 i , j 、 P

2
i , j は 、 各 々 上 下 に 隣 接 し た 副 画 素 行 の 副 画 素

と 結 合 キ ャ パ シ タ C p p に 接 続 さ れ て い る 。 図 ２ Ａ 及 び ２ Ｂ で は 、 １ つ の 画 素 列 の 各 副 画 素
が 、 該 画 素 列 に お け る 隣 接 し た 副 画 素 と 結 合 さ れ て い る 。 例 え ば 、 画 素 P i , j の 上 側 の 副 画
素 P 1 i , j は 、 画 素 P i - 1 , j の 下 側 の 副 画 素 P 2 i - 1 , j と に 容 量 結 合 さ れ て お り 、 画 素 P i , j の 下 側
の 副 画 素 P 2 i , j は 、 そ の 下 側 の 画 素 P i + 1 , j の 上 側 の 副 画 素 P 1 i + 1 , j と 容 量 結 合 さ れ て い る 。
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こ の よ う な 同 一 画 素 列 の 副 画 素 間 で の 容 量 結 合 を 、 今 後 は "同 列 結 合 "と い う 。
　 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ れ ば 、 異 な る 副 画 素 列 に お け る 画 素 が 容 量 結 合 し て お り 、 今 後
、 こ れ を "異 列 結 合 "と い う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ を 構 造 的 に 見 れ ば 、 図 ３ の よ う に 概 略 的 に 示 す こ と
が で き る 。 便 宜 上 、 図 ３ に は 一 つ の 副 画 素 だ け を 示 し た 。
　 図 ３ に 示 し た よ う に 、 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ は 、 互 い に 対 向 す る 下 部 表 示 板 １ ０
０ と 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ 及 び 両 者 の 液 晶 層 ３ を 含 む 。 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に は 、 ゲ ー ト 線 G i 及
び デ ー タ 線 D j と ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q１ 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T が 備 わ っ て い る 。 液 晶
キ ャ パ シ タ C L C は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ と 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 共 通 電 極 ２
７ ０ を 二 つ の 端 子 に し て 、 二 つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ の 間 の 液 晶 層 ３ は 誘 電 体 と し て 機 能
す る 。
　 画 素 電 極 １ ９ ０ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q１ に 接 続 さ れ 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 、 上 部 表 示 板
２ ０ ０ の 全 面 に 形 成 さ れ て い て 共 通 電 圧 V c o m に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 液 晶 分 子 は 、 画 素 電 極 １ ９ ０ と 共 通 電 極 ２ ７ ０ が 生 成 す る 電 場 の 変 化 に よ っ て そ
の 配 列 を 変 え 、 そ の た め に 液 晶 層 ３ を 通 過 す る 光 の 偏 光 が 変 化 す る 。 こ の よ う な 偏 光 の 変
化 は 、 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に 付 着 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て
光 の 透 過 率 変 化 に 現 れ る 。
　 画 素 電 極 １ ９ ０ は 、 維 持 電 極 線 SLと 重 な っ て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ C S T を 構 成 し 、 隣 接
す る 画 素 電 極 と 結 合 キ ャ パ シ タ C p p に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 画 素 電 極 １ ９ ０ 及 び
共 通 電 極 ２ ７ ０ の 少 な く と も 一 方 が 複 数 の 切 開 部 を 有 し た り 電 極 上 に 突 起 が 形 成 さ れ 、 こ
の 場 合 、 視 野 角 が 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 例 と し て MOSト ラ ン ジ ス タ を 示 し て い て 、 こ の MOSト ラ ン ジ
ス タ は 、 実 際 工 程 で 非 晶 質 シ リ コ ン ま た は 、 多 結 晶 シ リ コ ン を チ ャ ネ ル 層 と す る 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ に 実 現 さ れ る 。 し た が っ て 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ を "薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 （ TFT
ア レ イ パ ネ ル ） "と い う 。
　 図 ３ と は 違 っ て 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ が 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 備 わ る 場 合 も あ り 、 こ の 時 に は
二 つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ が 全 て 線 状 ま た は 棒 形 に 作 ら れ る 。
　 一 方 、 色 表 示 を 実 現 す る た め に は 、 各 画 素 が 色 相 を 表 示 で き る よ う に す べ き で あ る が 、
こ れ は 、 各 画 素 電 極 １ ９ ０ に 対 応 す る 領 域 に 赤 色 、 緑 色 、 ま た は 青 色 の 色 フ ィ ル タ ２ ３ ０
を 備 え る こ と に よ っ て 可 能 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 色 フ ィ ル タ ２ ３ ０ は 、 主 に 上 部 表 示 板
２ ０ ０ の 該 当 す る 領 域 に 形 成 さ れ る の で 、 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ を "色 フ ィ ル タ 表 示 板 "と い う
。 し か し 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ 上 の ま た は 下 に 色 フ ィ ル タ ２ ３ ０ を 形 成 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ ～ 図 ５ Ｂ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 表 示 板 ア セ
ン ブ リ ３ ０ ０ を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ の 配 置 図 で あ り 、 図 ５ Ａ は
、 図 ４ の 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ の Ｖ A-Ｖ A´ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 ５ Ｂ は 、 図 ４ の 液
晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の Ｖ B-Ｖ B´ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ 、 色 フ ィ ル タ 表 示 板 ２
０ ０ 、 そ し て こ れ ら の 間 に 入 っ て い る 液 晶 層 ３ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ は 、 透 明 な ガ ラ ス な ど に 作 ら れ た 絶 縁 基 板 １ １ ０ 上 に 形
成 さ れ て い る 複 数 の ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 複 数 の 維 持 電 極 線 １ ３ １ を 含 む 。 各 ゲ ー ト 線 １ ２ １
は 、 主 に 行 方 向 へ 伸 び て い て 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ を 構 成 す る 複 数 の 拡 張 部 を 含 む 。 維 持 電
極 線 １ ３ １ は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と ほ ぼ 平 行 で 、 複 数 の 分 岐 線 を 有 す る こ と も で き る 。
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び 維 持 電 極 線 １ ３ １ は 、 Alと Al合 金 な ど の Al系 金 属 、 Agと Ag合 金 な ど
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の Ag系 金 属 、 Moと Mo合 金 な ど の Mo系 金 属 、 Cr、 Ti、 Taな ど に 作 ら れ る 。 こ れ ら は 、 物 理 的
性 質 が 異 な る 二 つ の 膜 、 つ ま り 、 下 部 膜 と そ の 上 の 上 部 膜 を 含 む こ と が で き る 。 上 部 膜 は
、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 維 持 電 極 線 １ ３ １ の 信 号 遅 延 や 電 圧 降 下 を 減 ら す こ と が で き る よ う に
低 い 抵 抗 の 金 属 、 例 え ば 、 Al系 金 属 ま た は 、 Ag系 金 属 か ら 作 ら れ る 。 こ れ と は 異 な っ て 、
下 部 膜 は 、 他 の 物 質 、 特 に 、 ITOや IZOと の 物 理 的 、 化 学 的 、 電 気 的 接 触 特 性 に 優 れ た 物 質
、 例 え ば Ti、 Ta、 Cr、 Mo系 金 属 な ど で 作 ら れ る 。 下 部 膜 と 上 部 膜 の 組 み 合 わ せ の 例 と し て
は Cr/Al-Nd合 金 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 維 持 電 極 線 １ ３ １ の 側 面 は 、 傾 い て い て 、 水 平 面 に 対 す る 傾 斜 角 は 、
３ ０ ゜ ～ ８ ０ ゜ で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 維 持 電 極 線 １ ３ １ 上 に は 、 窒 化 珪 素 （ SiN X ） な ど か ら 作 ら れ た ゲ ー ト
絶 縁 膜 １ ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ 上 に は 、 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン （ a-Si： Ｈ ） か ら 作 ら れ た 複 数 の 線
状 及 び 島 状 半 導 体 １ ５ １ 、 １ ５ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 線 状 半 導 体 １ ５ １ は 、 主 に 列 方 向 に
伸 び て い て 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ に 向 か っ て 伸 び て 出 た 複 数 の 突 出 部 を 含 む 。 各 突 出 部 は 中
央 部 １ ５ ３ 、 中 央 部 １ ５ ３ に 対 し て 反 対 側 に 位 置 し た 一 対 の チ ャ ネ ル 部 １ ５ ４ a、 １ ５ ４ b
、 及 び チ ャ ネ ル 部 １ ５ ４ a、 １ ５ ４ bと 接 続 さ れ て い る 外 側 部 １ ５ ５ a、 １ ５ ５ bを 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 半 導 体 １ ５ １ 、 １ ５ ７ の 上 に は 、 シ リ サ イ ド ま た は 、 燐 な ど の N型 不 純 物 が 高 濃 度 に ド
ー ピ ン グ さ れ て い る 水 素 化 非 晶 質 珪 素 な ど の 物 質 か ら 作 ら れ た 複 数 の 線 状 及 び 島 状 の オ ー
ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ５ a、 １ ６ ５ b、 １ ６ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
　 半 導 体 １ ５ １ 、 １ ５ ７ と オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ５ a、 １ ６ ５ b、 １ ６ ７ の 側 面
も テ ー パ 構 造 を 有 し て 傾 斜 角 は ３ ０ ゜ ～ ８ ０ ゜ 範 囲 で あ る 。
　 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ５ a、 １ ６ ５ b、 １ ６ ７ 上 に は 複 数 の デ ー タ 線 １ ７ １ 、 複 数 対 の ド
レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７ ５ b及 び 複 数 の 結 合 部 材 １ ７ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
　 各 デ ー タ 線 １ ７ １ は 、 線 状 半 導 体 １ ５ １ に 沿 っ て 主 に 列 方 向 に 伸 び て い て 、 そ の 分 岐 が
ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ 上 に 伸 び て 出 て 、 複 数 の ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ を な す 。 各 対 の ド レ イ ン 電 極
１ ７ ５ a、 １ ７ ５ bは 、 ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ に 対 し て 互 い に 対 向 し て い て 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４
か ら 上 下 に 伸 び て い る 。
　 ゲ ー ト 電 極 １ ２ ４ 、 ソ ー ス 電 極 １ ７ ３ 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７ ５ bは 、 チ ャ ネ ル
部 １ ５ ４ a、 １ ５ ４ bと 共 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 結 合 部 材 １ ７ ７ は 、 主 に 行 方 向 へ 伸 び て い て 維 持 電 極 線 １ ３ １ と 一 部 重 な っ て い る 。
　 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７ ５ b及 び 結 合 部 材 １ ７ ７ は 、 Al系 金 属 、 Ag
系 金 属 、 Mo系 金 属 、 Cr、 Ti、 Taな ど の 物 質 か ら 作 ら れ 、 多 重 層 に 構 成 で き る 。
　 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 同 様 に 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７ ５ b及 び 結 合 部
材 １ ７ ７ の 側 面 は 、 ３ ０ ゜ ～ ８ ０ ゜ の 傾 斜 角 を 有 す る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ １ 、 １ ６ ５ a、 １ ６ ５ b、 １ ６ ７ は 、 半 導 体 １ ５ １ 、 １
５ ７ と そ の 上 の デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７ ５ b及 び 結 合 電 極 １ ７ ７ の 間
に だ け 存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 線 状 及 び 島 状 半 導 体 １ ５ １ 、 １ ５ ７ は 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７
５ b、 結 合 部 材 １ ７ ７ に 覆 わ れ な い チ ャ ネ ル 部 １ ５ ４ a、 １ ５ ４ bを 除 け ば 、 デ ー タ 線 １ ７
１ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７ ５ b、 結 合 部 材 １ ７ ７ 及 び そ の 下 部 の オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材
１ ６ １ 、 １ ６ ５ a、 １ ６ ５ b、 １ ６ ７ と 実 質 的 に 同 一 な 平 面 模 様 を 有 す る 。 特 に 、 島 状 半 導
体 １ ５ ７ 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ 用 導 電 体 １ ７ ７ 及 び 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 １ ６ ７ は 、
実 質 的 に 同 一 な 平 面 形 態 を 有 し て い る 。
　 し か し 、 線 状 及 び 島 状 半 導 体 １ ５ １ 、 １ ５ ７ は 、 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５
a、 １ ７ ５ b及 び 結 合 電 極 １ ７ ７ が 同 一 な 平 面 模 様 を 有 し な い こ と も あ る 。 例 え ば 、 線 状 半
導 体 １ ５ １ は 、 チ ャ ネ ル 部 １ ５ ４ a、 １ ５ ４ bを 除 い て 全 て 省 略 さ れ る 事 も 出 来 る 。 ま た 、
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線 状 半 導 体 １ ５ １ は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と デ ー タ 線 １ ７ １ の 効 果 的 な 電 気 的 絶 縁 の た め に 、
こ れ ら と 交 差 す る 部 分 に も 存 在 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 デ ー タ 線 １ ７ １ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７ ５ b、 結 合 電 極 １ ７ ７ 、 並 び に 半 導 体 １ ５
１ 、 １ ５ ７ の チ ャ ン ネ ル 部 １ ５ ４ a、 １ ５ ４ b上 に は 、 窒 化 珪 素 な ど の 無 機 絶 縁 物 や 樹 脂 な
ど の 有 機 絶 縁 物 か ら 作 ら れ た 保 護 膜 １ ８ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
　 保 護 膜 １ ８ ０ は 、 ド レ イ ン 電 極 １ ７ ５ a、 １ ７ ５ bと 結 合 電 極 １ ７ ７ の 端 部 を 各 々 露 出 す
る 複 数 の 接 触 孔 １ ８ ３ a、 １ ８ ３ b、 １ ８ ５ と 、 デ ー タ 線 １ ７ １ の 端 部 を 露 出 す る 接 触 孔 １
８ ２ を 有 し て い る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ４ ０ と 保 護 膜 １ ８ ０ は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ の 端 部 を 露 出
す る 接 触 孔 １ ８ １ を 有 し て い る 。
　 保 護 膜 １ ８ ０ の 上 に は 、 複 数 対 の 画 素 電 極 １ ９ ０ a、 １ ９ ０ bと 複 数 の 接 触 補 助 部 材 ９ １
、 ９ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 画 素 電 極 １ ９ ０ a、 １ ９ ０ bと 接 触 補 助 部 材 ９ １ 、 ９ ２ は 、 ITO
ま た は 、 IZOな ど の 透 明 導 電 物 質 ま た は 、 反 射 性 金 属 か ら 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 各 対 の 画 素 電 極 １ ９ ０ a、 １ ９ ０ bは 、 接 触 孔 １ ８ ３ a、 １ ８ ３ bを 通 じ て ド レ イ ン 電 極 １
７ ５ a、 １ ７ ５ bと 各 々 接 続 さ れ て い る 、 上 の 画 素 電 極 １ ９ ０ aと 下 の 画 素 電 極 １ ９ ０ bを 含
む 。 下 の 画 素 電 極 １ ９ ０ bは 、 接 触 孔 １ ８ ５ を 通 じ て 結 合 部 材 １ ７ ７ と 接 続 さ れ て お り 、
上 の 画 素 電 極 １ ９ ０ aは 、 結 合 部 材 １ ７ ７ と 重 な っ て い て 、 上 の 画 素 の 下 の 画 素 電 極 １ ９
０ bと 下 の 画 素 の 上 の 画 素 電 極 １ ９ ０ aが 容 量 結 合 さ れ る 。 ま た 、 上 の 画 素 の 下 の 画 素 電 極
１ ９ ０ bと 下 の 画 素 の 上 の 画 素 電 極 １ ９ ０ aは 、 維 持 電 極 線 １ ３ １ を 中 心 に 反 対 方 向 に 位 置
し 、 維 持 電 極 線 １ ３ １ と 重 な っ て ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ を 構 成 す る 。
　 一 方 、 下 の 画 素 電 極 １ ９ ０ bは 、 概 し て 行 方 向 に 長 く 伸 び て い る 一 つ の 線 状 切 開 部 ８ １
を 有 し て い て 、 行 方 向 に 伸 び た 少 な く と も 一 つ の 切 開 部 を さ ら に 含 む 。 上 の 画 素 電 極 １ ９
０ aは 、 列 方 向 に 伸 び た 少 な く と も 一 つ の 切 開 部 を 備 え る こ と が で き る 。 上 の 画 素 電 極 １
９ ０ aが 上 下 の 画 素 電 極 １ ９ ０ a、 １ ９ ０ bの 総 面 積 の １ ０ ％ ～ ５ ０ ％ に な る こ と が 好 ま し
く 、 特 に 、 ２ ０ ～ ３ ０ ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 接 触 補 助 部 材 ９ １ 、 ９ ２ は 、 接 触 孔 １ ８ １ 、 １ ８ ２ を 通 じ て ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び デ ー タ
線 １ ７ １ の 露 出 さ れ た 端 部 と 各 々 接 続 さ れ て い る が 、 こ れ ら は ゲ ー ト 線 １ ２ １ 及 び デ ー タ
線 １ ７ １ の 露 出 部 分 を 保 護 し て 、 外 部 装 置 と の 物 理 的 、 電 気 的 接 触 性 を 高 め る た め の も の
で あ り 、 必 須 な も の は な い 。
　 接 触 補 助 部 材 ９ １ 、 ９ ２ を 含 む 領 域 を 除 い た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 １ ０ ０ 前 面 に は 、
配 向 膜 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。
　 図 ４ 及 び 図 ５ Ａ を 参 考 す れ ば 、 色 フ ィ ル タ 表 示 板 ２ ０ ０ は 、 透 明 な ガ ラ ス な ど か ら 作 ら
れ た 絶 縁 基 板 ２ １ ０ 上 に 形 成 さ れ て い る ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ を 含 む 。 ブ ラ ッ ク マ
ト リ ッ ク ス ２ ２ ０ は 、 複 数 の 開 口 部 を 有 し 、 こ の 開 口 部 に は 、 複 数 の 赤 、 緑 、 青 色 の 色 フ
ィ ル タ ２ ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 色 フ ィ ル タ ２ ３ ０ 上 に は 、 オ ー バ ー コ ー ト 膜 ２ ５ ０ が 形
成 さ れ て お り 、 オ ー バ ー コ ー ト 膜 ２ ５ ０ 上 に は 、 ITO、 TZOな ど の 透 明 な 導 電 物 質 か ら 作 ら
れ た 共 通 電 極 ２ ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 、 複 数 対 の 切 開 部 を 含 み 、 各 対 に は 、 三 つ の 線 状 切 開 部 ２ ７ １ ～ ２ ７
３ が 含 ま れ る 。 各 対 の 切 開 部 ２ ７ １ ～ ２ ７ ３ は 、 列 方 向 に 長 く 伸 び て い る 一 つ の 縦 切 開 部
２ ７ １ と 行 方 向 に 伸 び て い る 二 つ の 横 切 開 部 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ を 含 む 。 縦 切 開 部 ２ ７ １ は 、
上 の 画 素 電 極 １ ９ ０ aを 左 右 に 二 つ の 副 領 域 に 区 画 し 、 横 切 開 部 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ は 、 下 の
画 素 電 極 １ ９ ０ bの 切 開 部 ８ １ に 対 し て 対 称 し て 配 置 さ れ て い る 。 切 開 部 ２ ７ ２ 、 ８ １ 、
２ ７ ３ は 、 下 の 画 素 電 極 １ ９ ０ bを 上 下 に ４ 等 分 す る 。 一 対 の 切 開 部 ８ １ 、 ２ ７ １ 、 ２ ７
２ 、 ２ ７ ３ に よ っ て 区 画 さ れ た 副 領 域 各 々 は 、 四 角 型 を な し て 、 そ の 二 つ の 長 辺 は 、 ゲ ー
ト 線 １ ２ １ ま た は 、 デ ー タ 線 １ ７ １ に 対 し て 平 行 に な る 。
　 画 素 電 極 １ ９ ０ a、 １ ９ ０ bと 共 通 電 極 ２ ７ ０ の 切 開 部 ８ １ 、 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ は
、 位 置 が 互 い に 変 え る こ と が で き る 。 つ ま り 、 行 方 向 の 切 開 部 ８ １ は 、 上 の 画 素 １ ９ ０ a
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に 位 置 し 、 列 方 向 の 切 開 部 ２ ７ １ － ２ ７ ３ は 、 下 の 画 素 １ ９ ０ bに 位 置 す る こ と が で き る
。
　 共 通 電 極 ２ ７ ０ 上 に は 、 配 向 膜 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 二 つ の 表 示 板 １ １ ０ 、 ２ １ ０ の 外 側 面 に は 、 各 々 偏 光 板 １ ２ 、 ２ ２ が 付 着 さ れ て い る 。
こ の 時 、 こ れ ら 偏 光 板 １ ２ 、 ２ ２ の 偏 光 軸 は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ ま た は デ ー タ 線 １ ７ １ と 実
質 的 に 直 交 又 は 平 行 に 配 置 さ れ る 。
　 液 晶 層 ３ の 液 晶 分 子 は 、 電 界 が 供 給 さ れ て い な い と き は 、 表 示 板 １ ０ ０ 及 び ２ ０ ０ の 表
面 に 水 平 配 向 ま た は 直 交 配 向 さ れ る が 、 直 交 配 向 さ れ る の が 広 視 野 角 の た め に 好 ま し い 。
　 切 開 部 ８ １ 、 ２ ７ １ 、 ２ ７ ２ 、 ２ ７ ３ の う ち の 少 な く と も 一 つ は 、 保 護 膜 １ ８ ０ 上 に 形
成 さ れ る 突 起 に 置 き 換 え る こ と が で き る 。
　 結 合 電 極 １ ７ ７ は 、 ゲ ー ト 線 １ ２ １ と 同 一 層 に 形 成 さ れ る こ と が で き る が 、 こ の 場 合 に
は 、 維 持 電 極 線 １ ３ １ が 結 合 電 極 １ ７ ７ と 接 触 し な い よ う に 留 意 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 再 び 図 １ を 参 考 に す れ ば 、 駆 動 電 圧 生 成 部 ７ ０ ０ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q１ 、 Q２ を 導 通
さ せ る ゲ ー ト オ ン 電 圧 V o n と 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q１ 、 Q２ を 遮 断 さ せ る ゲ ー ト オ フ 電 圧 V o f
f な ど を 生 成 す る 。
　 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 、 画 素 の 透 過 率 に 関 す る 二 組 の 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 。 一
組 の 階 調 電 圧 は 、 共 通 電 圧 V c o m に 対 し て 正 の 値 を 有 し 、 他 の 一 組 の 階 調 電 圧 は 、 共 通 電 圧
V c o m に 対 し て 負 の 値 を 有 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 ス キ ャ ン 駆 動 部 と も い い 、 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の ゲ ー
ト 線 G１ -G n に 接 続 さ れ 、 駆 動 電 圧 生 成 部 ７ ０ ０ か ら の ゲ ー ト オ ン 電 圧 V o n と ゲ ー ト オ フ 電
圧 V o f f の 組 み 合 わ せ か ら な る ゲ ー ト 信 号 を ゲ ー ト 線 G１ -G n に 印 加 す る 。
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 ソ ー ス 駆 動 部 と も い い 、 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の デ ー タ
線 D１ -D m に 接 続 さ れ 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し 、 デ ー タ 信 号 と し て
デ ー タ 線 D１ -D m に 印 加 す る 。
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ な ど の 動 作 を 制 御 す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 機 （ 図 示 せ ず ） か ら RGB画 像 信 号 R、 G、 B
及 び そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 、 例 え ば 、 垂 直 同 期 信 号 V s y n c と 水 平 同 期 信 号 H s y n c
、 メ イ ン ク ロ ッ ク CLK、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEな ど が 提 供 さ れ る 。 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は
、 入 力 制 御 信 号 に 基 づ い て ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ 及 び デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ を 生 成 し 、 画
像 信 号 R、 G、 Bを 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の 動 作 条 件 に 合 う よ う に 適 切 に 処 理 し た 後
、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 供 給 し 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ と 処 理 し
た 画 像 信 号 R´ 、 G´ 、 B´ を デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 供 給 す る 。
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ は 、 １ フ レ ー ム の 開 始 を 知 ら せ る 垂 直 同 期 開 始 信 号 STV、 ゲ ー ト
オ ン 電 圧 Vonの 出 力 時 期 を 制 御 す る ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 CPV及 び ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 持 続
時 間 を 規 定 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 OEな ど を 含 む 。 デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ は 、 水 平 周 期 の
開 始 を 知 ら せ る 水 平 同 期 開 始 信 号 STH、 デ ー タ 線 D１ -D m に 該 当 す る デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る
よ う に 指 示 す る ロ ー ド 信 号 LOAD、 共 通 電 圧 Vcomに 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ る 反
転 制 御 信 号 RVS及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 HCLKな ど を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT２ に 応 答 し て 、 信
号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の １ 画 素 行 の 画 像 デ ー タ R´ 、 G´ 、 B´ の パ ケ ッ ト を 順 次 に 受 信 し 、
こ れ ら 画 像 デ ー タ を 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 か ら 選 択 さ れ た ア ナ ロ グ デ ー
タ 電 圧 に 変 換 し 、 得 ら れ た デ ー タ 電 圧 を デ ー タ 線 D１ -D m に 印 加 す る 。
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT１ に 応 答 し て ゲ ー
ト オ ン 電 圧 V o n を ゲ ー ト 線 G１ -G n に 印 加 し 、 ゲ ー ト 線 G１ -G n に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素
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子 Q１ 、 Q２ を 導 通 さ せ る 。
　 そ れ に よ っ て 、 導 通 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Q１ 、 Q２ を 通 じ て 対 応 す る 画 素 に 該 当 す る デ
ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 画 素 に 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 V c o m の 差 は 、 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C １ 、 C L C ２ の 充
電 電 圧 、 つ ま り 、 画 素 電 圧 と し て 現 れ る 。 液 晶 分 子 は 、 画 素 電 圧 の 大 き さ に よ っ て そ の 方
向 を 異 な ら せ 、 そ れ に よ っ て 、 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C １ 、 C L C ２ を 通 過 し た 光 の 偏 光 が 決 定 さ
れ る 。 偏 光 子 １ １ 、 ２ ２ は 、 決 定 さ れ た 光 の 偏 光 を 光 の 透 過 率 に 変 換 す る 。
　 水 平 同 期 信 号 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DE、 及 び ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 CPVの １ 周 期 に 等 し
い １ 水 平 期 間 （ １ H） の １ 画 素 行 の 走 査 が 終 了 す る と 、 次 の 画 素 行 が 走 査 さ れ る 。 こ の よ
う な 方 式 で 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 １ フ レ ー ム の 間 、 全 て の ゲ ー ト 線 G１ -G n に 対 し て 順 次
に ゲ ー ト オ ン 電 圧 V o n を 印 加 し 、 全 て の 画 素 に デ ー タ 信 号 を 印 加 す る 。 １ フ レ ー ム が 終 わ
る と 、 次 の フ レ ー ム が 始 ま り 、 画 素 各 々 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 以 前 フ レ ー ム で
の 極 性 と 反 対 に な る よ う に 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 印 加 さ れ る 反 転 制 御 信 号 RVSの 状 態 が
制 御 さ れ る （ "フ レ ー ム 反 転 "） 。 こ の 時 、 １ フ レ ー ム 内 で も 反 転 制 御 信 号 RVSの 特 性 に よ
っ て 、 一 つ の デ ー タ 線 を 通 じ て 流 れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 変 更 さ せ た り （ “ ラ イ ン 反 転 ”
） 、 １ つ の パ ケ ッ ト 毎 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 変 更 さ せ る こ と が で き る （ “ ド ッ
ト 反 転 ” ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 方 、 あ る 画 素 P i , j に 対 す る デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 V c o m と の 差 [以 下 、 特 別 の 理 由 が な
い 限 り 共 通 電 圧 V c o m を ０ に 仮 定 し て 、 "デ ー タ 電 圧 "と 称 す る ]を d i j と し て 、 そ の 画 素 P i , j
の 上 及 び 下 の 副 画 素 P 1 i , j 、 P

2
i , j の 液 晶 キ ャ パ シ タ C L C １ 、 C L C ２ に 充 電 さ れ る 電 圧 （ 以 下

、 "画 素 電 圧 "） を 各 々 V(P 1 i , j )、 V(P
2
i , j )と す る 時 、 次 の よ う な 関 係 式 が 成 立 す る 。

【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 式 １ 及 び ２ に お い て 、 C L C ２ 、 C S T ２ は 、 下 側 の 副 画 素 P 2 i , j の 液 晶 キ ャ パ シ タ 及 び ス ト
レ ー ジ キ ャ パ シ タ の 静 電 容 量 で あ り 、 C p p は 、 結 合 キ ャ パ シ タ の 静 電 容 量 で あ り 、 d' i + 1 j
は 、 前 フ レ ー ム で 副 画 素 P 1 i + 1 , j に 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 を 意 味 す る 。 便 宜 上 、 デ ー タ 線 D

１ -D m の 配 線 抵 抗 や 信 号 遅 延 は 無 視 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 d i + 1 j と d'

i + 1
j は 互 い に 反 対 極 性 で あ る の で

【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
が 成 立 す る 。
　 d i + 1 j が d'

i + 1
j と 同 一 極 性 で あ れ ば 、 Δ d i + 1 j の 極 性 が d i j と 同 一 な の で 、
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【 数 ４ 】
　
　
　
が 成 り 立 つ 。
　 ド ッ ト 反 転 ま た は 、 ラ イ ン 反 転 の 場 合 の よ う に 、 d i + 1 j が d

i
j と 反 対 極 性 で あ れ ば 、 Δ d i

+ 1
j の 極 性 が d i j と 反 対 で あ る の で 、 つ ま り 、 － Δ d i + 1 j の 極 性 が d i j の 極 性 と 同 一 な の で 、

【 数 ５ 】
　
　
　
　 式 （ ４ ） と （ ５ ） に よ れ ば 、 結 合 キ ャ パ シ タ C p p に 接 続 さ れ た 二 つ の 副 画 素 の 極 性 が 同
一 で あ れ ば 、 下 側 の 副 画 素 P 2 i , j に 上 側 の 副 画 素 P 1 i , j よ り 高 い 電 圧 が 充 電 さ れ 、 こ れ と 反
対 に 極 性 が 互 い に 反 対 で あ る 場 合 に は 、 下 側 の 副 画 素 P 2 i , j に 上 側 の 副 画 素 P 1 i , j よ り 低 い
電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 結 局 、 隣 接 し た 二 つ の 画 素 行 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 同 一 で あ れ ば 、 上 側 の 画
素 の 下 側 の 副 画 素 に 充 電 さ れ る 画 素 電 圧 が 高 ま り 、 逆 に 極 性 が 異 な れ ば 低 く な り 、 一 つ の
画 素 の 上 側 の 副 画 素 と 下 側 の 副 画 素 に 各 々 充 電 さ れ る 画 素 電 圧 に 差 が 発 生 す る 。
　 一 方 、 画 素 P i , j の 下 側 の 副 画 素 P 2 j に 充 電 さ れ る 画 素 電 圧 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 画
素 P i , j + １ に 対 す る 前 フ レ ー ム と 現 在 フ レ ー ム の デ ー タ 差 電 圧 の 大 き さ と 関 連 が あ る 。
　 理 解 を 容 易 に す る た め に 、 停 止 画 像 を 想 定 す る 。 停 止 画 像 で あ る 場 合 、 前 フ レ ー ム の デ
ー タ 電 圧 の 絶 対 値 が 、 現 在 フ レ ー ム の デ ー タ 電 圧 の 絶 対 値 と 同 一 で あ る 。 フ レ ー ム 反 転 を
考 慮 す れ ば 、 d' + 1 j ＝ － d i + 1 j で あ る の で 、
【 数 ６ 】
　
　
　
に な る 。
　 式 （ ６ ） か ら 、 あ る 画 素 行 の 画 素 に 全 て 同 一 な デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る と 仮 定 し て も 、
該 画 素 行 の 画 素 の 画 素 電 圧 は 、 そ の 次 の 画 素 行 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 大 き さ に 依 存 す
る こ と が 分 か る 。
　 特 に 、 下 の 画 素 行 に お け る 画 素 電 圧 の 偏 差 が 大 き い 場 合 に は 、 上 の 画 素 行 に お け る 画 素
電 圧 の 偏 差 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 あ る 副 画 素 に 充 電 さ れ た 電 圧 が Vで あ る 時 、 そ の 副 画 素 の 透 過 率 を T（ V） で 示 す
。 T（ V） は 、 製 品 ご と に 変 動 し 、 ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク モ ー ド の 場 合 、 図 ６ の よ う な 特 性 を
示 す 。 画 素 各 々 の 上 側 の 副 画 素 と 下 側 の 副 画 素 の 面 積 比 を a:bに 仮 定 す る 。
　 す る と 、 画 素 P i , j の 明 る さ T i j は 、
【 数 ７ 】
　
　
　
に よ り 与 え ら れ 、 式 （ １ ） と 式 （ ６ ） か ら
【 数 ８ 】
　
　
　
と な る 。
　 式 （ ８ ） か ら 分 か る よ う に 、 下 の 画 素 行 に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 大 き さ の 偏 差 が 画 素 別 に
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大 き く な る と 、 上 の 画 素 行 の 画 素 の 透 過 率 の 差 も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 下 行 の 画 素 に 供 給 さ れ る デ ー タ 電 圧 と 等 し い デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ
れ る 場 合 の 画 素 の 透 過 率 が 、 下 行 の 画 素 に 供 給 さ れ る デ ー タ 電 圧 と 異 な る デ ー タ 電 圧 が 印
加 さ れ る 場 合 の 透 過 率 と 同 一 に な る よ う に 、 該 画 素 に 印 加 さ れ る 画 像 信 号 を 補 正 す る 。
　 例 え ば 停 止 画 像 と す る 。
　 i番 目 画 素 行 の j番 目 画 素 と そ の 下 の 画 素 に 同 一 な デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ れ ば 、 ド ッ ト 反
転 の 場 合 、 上 下 の 画 素 の 極 性 が 反 対 で あ る の で 、 d i j ＝ － d i + 1 j で あ り 、 一 方 、 上 下 の 画 素
の 極 性 が 同 一 な ら ば d i j ＝ d

i + 1
j で あ る の で 、 以 下 の 式 が 成 立 す る 。

【 数 ９ 】
　
　
　
　 便 宜 上 、 添 字 jを 全 て 省 略 し 、 d i の 補 正 電 圧 を d i c と す る 。 補 正 さ れ た 透 過 率 は 、 以 下 の
式 で 表 さ れ る 。
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　 式 （ ９ ） と 式 （ １ ０ ） か ら 、 以 下 の 式 が 得 ら れ る 。
【 数 １ １ 】
　
　
　
　
　 電 圧 対 透 過 率 （ V-T） 特 性 は 決 め ら れ て い る の で 、 式 （ １ １ ） か ら 、 あ る 画 素 の 補 正 デ
ー タ 電 圧 d i c は 、 そ の 画 素 の デ ー タ 電 圧 d i と そ の 下 の 画 素 の デ ー タ 電 圧 d i + 1 か ら 求 め ら れ
る 。 も ち ろ ん 動 画 像 に 対 し て も 前 フ レ ー ム の デ ー タ 電 圧 の 値 と 現 在 フ レ ー ム の デ ー タ 電 圧
の 値 が 同 一 で あ る と 仮 定 す れ ば 、 同 様 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う な 動 作 を す る た め の 構 造 に つ い て 、 図 ７ を 参 考 に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 画 素 電 圧 補 正 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 図 ７ に 示 し た よ う に 、 画 素 電 圧 補 正 部 は 、 一 つ の 行 の 画 素 に 対 す る 画 像 信 号 R、 G、 Bを
記 憶 す る 赤 色 （ R） 、 緑 色 （ G） 、 そ し て 、 青 色 （ B） 用 メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ 、 メ モ リ ６
２ １ ～ ６ ２ ３ に 接 続 さ れ て い る メ モ リ 書 込 み 制 御 部 ６ １ ０ 及 び メ モ リ 読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０
と 、 画 像 信 号 R、 G、 Bを 受 信 し 、 メ モ リ 読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０ に 接 続 さ れ て い る デ ー タ 補 正
部 ６ ４ ０ を 含 む 。
　 メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ 各 々 は 、 読 取 り ・ 書 き 込 み が 同 時 に 可 能 な 二 重 ポ ー ト メ モ リ と し
て 、 メ モ リ 書 込 み 制 御 部 ６ １ ０ と メ モ リ 読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０ に 接 続 さ れ た ア ド レ ス 端 子 と
デ ー タ 端 子 を 備 え て お り 、 一 つ の 行 の 画 素 に 対 す る 画 像 信 号 R、 G、 Bを 記 憶 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 メ モ リ 書 込 み 制 御 部 ６ １ ０ は 、 画 像 信 号 R、 G、 Bを 受 信 し 、 一 行 分 づ つ メ モ リ ６ ２ １ ～
６ ２ ３ の 該 当 す る ア ド レ ス に 書 き 込 む 。
　 メ モ リ 読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０ は 、 メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ 各 々 に 記 憶 さ れ た 一 つ の 行 の 画 素
に 対 す る 画 像 信 号 R、 G、 Bを 読 み 出 し 、 デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ に 伝 達 す る 。
　 デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ は 、 メ モ リ 読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０ か ら の 画 像 信 号 R、 G、 Bを 現 在 入 力
さ れ る 一 つ の 行 の 画 像 信 号 R、 G、 Bと 比 較 し た 後 、 先 に 説 明 し た 方 式 で 決 定 さ れ た 補 正 画
像 信 号 が 記 憶 さ れ て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 該 当 す る 補 正 画 像 信 号 R´ 、 G´ 、 B´
を 検 索 し 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 供 給 す る 。
　 本 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 こ の よ う な 構 造 を 有 す る 画 素 電 圧 補 正 部 は 、 信 号 制 御 部 ６ ０
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０ に 内 蔵 さ れ て い る が 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ と 別 途 に 独 立 的 に 存 在 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な 構 造 に 構 成 さ れ て い る 画 素 電 圧 補 正 部 の 動 作 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 ま ず 、 外 部 か ら メ モ リ 書 込 み 制 御 部 ６ １ ０ と デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ に 画 像 信 号 R、 G、 Bが
入 力 さ れ れ ば 、 メ モ リ 書 込 み 制 御 部 ６ １ ０ は 、 画 像 信 号 R、 G、 Bを 該 当 す る 赤 色 、 緑 色 及
び 青 色 用 メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ の 該 当 す る ア ド レ ス に 順 次 に 書 き 込 む 。 こ の 書 き 込 み 動 作
は 、 メ モ リ 書 込 み 制 御 部 ６ １ ０ が デ ー タ 端 子 を 通 じ て 画 像 信 号 を メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ に
供 給 す る と 同 時 に ア ド レ ス 端 子 を 通 じ て 書 き 込 む 位 置 を 知 ら せ る ア ド レ ス 信 号 ASを メ モ リ
６ ２ １ ～ ６ ２ ３ に 印 加 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 つ の 行 の 画 素 に 対 す る 画 像 信 号 が 全 て メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ に 記 憶 さ れ れ ば 、 メ モ リ
読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０ は 、 メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 信 号 を 順 次 に 読 み 出
し 、 "以 前 画 像 信 号 "と し て デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ に 供 給 す る 。 こ の 読 取 り 動 作 は 、 メ モ リ 読
取 り 制 御 部 ６ ３ ０ が 読 み 出 す 位 置 を 知 ら せ る ア ド レ ス 信 号 ASを ア ド レ ス 端 子 を 通 じ て メ モ
リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ に 印 加 す れ ば 、 メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ が 当 該 位 置 に 記 憶 さ れ た 画 像 信 号
R、 G、 Bを デ ー タ 端 子 を 通 じ て メ モ リ 読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０ に 供 給 す る こ と に よ っ て 行 わ れ
る 。
　 こ の 時 、 デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ は 、 外 部 か ら 次 の 画 素 行 に 対 す る 画 像 信 号 （ 以 下 、 "現 在
画 像 信 号 "と す る ） を 受 信 し 始 め る 。 デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ は 、 メ モ リ 読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０
か ら の 以 前 画 像 信 号 を 現 在 画 像 信 号 と 比 較 し 、 二 つ の 画 像 信 号 に よ っ て 決 め ら れ る 値 を ル
ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 選 択 し 、 以 前 画 像 信 号 の 補 正 画 像 信 号 R´ 、 G´ 、 B´ と し て デ ー
タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 具 体 的 な 過 程 を 説 明 す る 。
　 以 前 画 像 信 号 値 と 現 在 画 像 信 号 値 を 比 較 し 、 二 つ の 値 が 同 一 で あ る か 、 二 つ の 値 の 差 が
一 定 値 以 下 で あ れ ば 、 以 前 画 像 信 号 を そ の ま ま 補 正 画 像 信 号 R´ 、 G´ 、 B´ と し て 出 力 す
る 。 こ れ と は 異 な っ て 、 二 つ の 値 が 異 な っ て そ の 差 が 一 定 値 の 以 上 で あ れ ば 、 ル ッ ク ア ッ
プ テ ー ブ ル か ら 該 当 す る 値 を 探 し 、 補 正 画 像 信 号 と し て 出 力 す る 。 こ の 時 、 ル ッ ク ア ッ プ
テ ー ブ ル に 記 憶 さ れ て い る 値 は 、 例 え ば 、 図 ８ に 示 し た 形 態 で あ り う る 。 こ こ で 、 x i , i は
、 式 （ １ １ ） の 関 係 式 か ら 得 た 結 果 で あ る 。
　 一 方 、 メ モ リ 読 取 り 制 御 部 ６ ３ ０ が メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ か ら 以 前 画 像 信 号 を 読 み 出 す
間 、 メ モ リ 書 込 み 制 御 部 ６ １ ０ は 、 現 在 画 像 信 号 を メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ に 書 き 込 む 。 こ
の 時 、 読 取 り 動 作 と 書 き 込 み 動 作 は 、 同 時 に 行 わ れ る こ と が で き 、 書 き 込 み 動 作 が 読 取 り
動 作 よ り 遅 れ て 進 め ら れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ 補 償 部 ６ ４ ０ に 供 給 さ れ る 最 初 の 画 素 行 の 画 像 信 号 R、 G、 Bに つ い て は
メ モ リ ６ ２ １ ～ ６ ２ ３ に 記 憶 さ れ て い る 画 像 信 号 が 存 在 し な い の で 、 デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０
か ら 出 力 が な く 、 第 二 行 の 信 号 が 入 る 時 、 第 一 行 の 画 像 信 号 が 出 力 さ れ る の で 、 画 像 信 号
R、 G、 Bの 入 力 時 点 と 補 正 画 像 信 号 R´ 、 G´ 、 B´ の 出 力 時 点 は 、 一 つ の 水 平 周 期 （ １ H）
す な わ ち 水 平 同 期 信 号 H s y n c の 一 周 期 の 差 が 出 る 。
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 現 在 画 像 信 号 と 以 前 画 像 信 号 に 基 づ い て 、 新 た な 補 正 画 像
信 号 を 生 成 し 、 デ ー タ 駆 動 部 に 印 加 す る の で 、 上 下 の 画 素 間 の 階 調 差 に よ っ て 現 れ る 同 じ
行 の 画 素 間 の 明 る さ の 差 を 補 償 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 図 ９ を 参 照 に し て 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 画 素 電 圧 補 正 部 に つ い て 説 明 す る
。
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 画 素 電 圧 補 正 部 の 回 路 図 で あ る 。
　 図 ７ に 示 し た 画 素 電 圧 補 正 部 と の 主 な 差 異 点 は 、 同 時 に 読 取 り 書 き 込 み が 不 可 能 で あ る
単 一 ポ ー ト メ モ リ を 使 用 す る と い う 点 で あ る 。 具 体 的 に 、 図 ９ に 示 し た 画 素 電 圧 補 正 部 は
、 画 像 信 号 R、 G、 Bを 受 信 す る マ ル チ プ レ ク サ ６ ５ ０ 、 こ の マ ル チ プ レ ク サ ６ ５ ０ の 出 力
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端 子 各 々 に 接 続 さ れ た 一 対 の 第 １ 及 び 第 ２ メ モ リ 制 御 部 ６ １ １ 、 ６ １ ２ 、 ア ド レ ス 端 子 と
デ ー タ 端 子 を 通 じ て こ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ メ モ リ 制 御 部 ６ １ １ 、 ６ １ ２ に 各 々 接 続 さ れ た 一
対 の 第 １ 及 び 第 ２ 赤 色 用 メ モ リ ６ ２ １ A、 ６ ２ １ B、 一 対 の 第 １ 及 び 第 ２ 緑 色 用 メ モ リ ６ ２
２ A、 ６ ２ ２ B、 及 び 一 対 の 第 １ 及 び 第 ２ 青 色 用 メ モ リ ６ ２ ３ A、 ６ ２ ３ B、 並 び に 第 １ 及 び
第 ２ メ モ リ 制 御 部 ６ １ １ 、 ６ １ ２ に 接 続 さ れ た デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 マ ル チ プ レ ク サ ６ ５ ０ は 、 制 御 端 子 に 印 加 さ れ る 制 御 信 号 CSの 状 態 に よ っ て 信 号 の 出 力
経 路 が 決 定 さ れ る 。 本 実 施 例 で 、 制 御 信 号 CSは 、 例 え ば 、 一 つ の 行 の 画 素 に 対 す る 画 像 信
号 の 伝 送 時 間 と 周 期 が 同 一 な 水 平 同 期 信 号 H s y n c や デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEに 同 期 し 、 信
号 制 御 部 ６ ０ ０ で 作 り だ し た 高 レ ベ ル で あ る "ハ イ "状 態 と 低 レ ベ ル で あ る "ロ ー "状 態 が 繰
り 返 さ れ る 信 号 で あ る 。 例 え ば 、 制 御 信 号 CSの 状 態 が "ハ イ "で あ る 時 、 マ ル チ プ レ ク サ ６
５ ０ の 出 力 経 路 は 第 １ 経 路 Aで あ り 、 "ロ ー "で あ る 時 、 出 力 経 路 は 第 ２ 経 路 Bで あ る 。 し か
し 、 こ の よ う な 制 御 信 号 CSの 状 態 と マ ル チ プ レ ク サ ６ ５ ０ の 出 力 経 路 は 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 画 像 電 圧 補 正 部 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 画 像 信 号 R、 G、 Bが 入 力 さ れ 、 こ の 時 の 制 御 信 号 CSの 状 態 が "ハ イ "で あ れ ば 、 マ
ル チ プ レ ク サ ６ ５ ０ の 画 像 信 号 出 力 経 路 は 、 第 １ 経 路 Aに な る 。 し た が っ て 、 マ ル チ プ レ
ク サ ６ ５ ０ は 、 第 １ メ モ リ 制 御 部 ６ １ １ に 画 像 信 号 R、 G、 Bを 伝 送 す る 。 第 １ メ モ リ 制 御
部 ６ １ １ は 、 デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ に 画 像 信 号 R、 G、 Bを 伝 送 す る と 同 時 に 第 １ メ モ リ ６ ２
１ A、 ６ ２ ２ A、 ６ ２ ３ A各 々 の 該 当 す る ア ド レ ス を 指 定 す る ア ド レ ス 信 号 ASを 、 画 像 信 号 R
、 G、 Bと 共 に 第 １ メ モ リ ６ ２ １ A、 ６ ２ ２ A、 ６ ２ ３ Aに 送 り 、 画 像 信 号 を 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 つ の 画 素 行 の 画 像 信 号 R、 G、 Bが 全 て 入 力 さ れ れ ば 、 制 御 信 号 CSの 状 態 が "ロ ー "に 変
わ り 、 マ ル チ プ レ ク サ ６ ５ ０ の 出 力 経 路 は 、 第 ２ 経 路 Bに な る の で 、 マ ル チ プ レ ク サ ６ ５
０ は 、 第 ２ 経 路 Bを 通 じ て 第 ２ メ モ リ 制 御 部 ６ １ ２ に 、 次 行 の 画 像 信 号 R、 G、 Bを 伝 送 す る
。 第 ２ メ モ リ 制 御 部 ６ １ ２ は 、 画 像 信 号 R、 G、 Bを 現 在 画 像 信 号 と し て デ ー タ 補 正 部 ６ ４
０ に 供 給 し 、 ア ド レ ス 信 号 ASと 共 に 画 像 信 号 を 第 ２ メ モ リ 制 御 部 ６ １ ２ に 送 り 、 指 定 さ れ
た ア ド レ ス の 該 当 す る メ モ リ ６ ２ １ B、 ６ ２ ２ B、 ６ ２ ３ Bに 該 す る 画 像 信 号 R、 G、 Bを 記 憶
さ せ る 。 そ の 間 、 第 １ メ モ リ 制 御 部 ６ １ １ は 、 メ モ リ ６ ２ １ A、 ６ ２ ２ A、 ６ ２ ３ A各 々 の
ア ド レ ス に 記 憶 さ れ て い る 画 像 信 号 を 読 み 出 し て 、 以 前 画 像 信 号 と し て デ ー タ 補 正 部 ６ ４
０ に 供 給 す る 。
　 デ ー タ 補 正 部 ６ ４ ０ は 、 以 前 画 像 信 号 を 現 在 画 像 信 号 R、 G、 Bと 比 較 し 、 こ の 現 在 画 像
信 号 R、 G、 Bと 以 前 画 像 信 号 の 値 に 依 存 し て 決 め ら れ る 補 正 画 像 信 号 R´ 、 G´ 、 B´ を 選 択
し て 出 力 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に お け る 、 一 つ の 副 画 素 の 等 価 回 路 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 板 ア セ ン ブ リ の 配 置 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 ４ の Ｖ A-Ｖ A´ 線 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ４ の Ｖ B-Ｖ B´ 線 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 電 圧 -透 過 率 曲 線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 画 素 電 圧 補 正 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 画 素 電 圧 補 正 部 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 画 素 電 圧 補 正 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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